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子ども達から学ぶ深夜 

所長 丹 清 

 

これを書いている今日は３月１９日（火）、時刻は 

２３時を過ぎました。明日は、高校３年生の２人の卒 

園を祝う会を、コロナ禍前と同じように皆が集まって 

開催する予定でした。 

しかしここに来て、インフルエンザになったり発熱 

する子がいます。そのため、皆が集まっての卒園を祝 

う会はスタイルを縮小して開催することにしました。 

 

インフルエンザになった子や発熱した子は今、普段 

の生活場所から離れ、１階で療養しています。みんな 

よく眠っていますが、普段は住み慣れない１階ですの 

で、トイレに行くにも不便しないよう（恐がらないよ 

う）廊下の電気はつけたまにしています。（写真） 

 

この一瞬を共に過ごす私は、「みんな、えらいなー」 

「すごいなー」と思わせてもらっています。もし私 

がここで暮らす子どもだったら、「なんだよー、あい 

つインフルなんかになっちゃって。卒園を祝う会ができなかったじゃないかよー」などと、体調

不良の子を不満に思ったでしょう。でも、この子達はそんなことは微塵も思っていないようで

す。もし私が「えらいね」などと言ったら、「何が？そんなの当たり前じゃん」と返されそうで

す。 

 

この子達とこの一瞬を共に過ごさせてもらえる深夜、いいなと思います。 
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施設設全体の外出行事として１０月に東京ディズニーシーに

行きましたが、残念ながら花の家は感染症が立て続けに発生

し行くことができませんでした。 

そこで代替行事として、１２月にサンリオピューロランドに

行ってきました。入園前から、キラキラした雰囲気に幼児か

ら高校生まで楽しみで待ちきれないという様子でした。 

中に入ってからは各々好きなキャラクターの耳のついたかチューシ

ャを買ったり、乗り物に乗ったりしました。乗り物は待ち時間が長

いものもありましたが、待機中にパレードも見えたため楽しく待つ

ことができました。昼食はビュッフェにしたので、それぞれ自由に

選んで食べ、満足そうな様子でした。 

今回の行事でも１名がインフルエンザのため参加ができなかったの

が心残りですが、次年度は全員で参加できるよう、より体調管理に

気を配っていきたいと思います。（花の家） 

 

生活の様子 

 

 

サンリオピューロランド外出 

里親さんとお菓子作り 

 

新型コロナ感染症が第５類に移行し、今年から様々な方との交流や行事が

本格的に再開を始めています。里親さんとのお菓子作りもその内の一つで

す。夏休み中に１回と、２月に 2 回目を行いました。２月はバレンタイン

デーも近いのでチョコカップケーキ作り！準備万端のつもりでしたが予定

は未定。急遽の変更にも臨機応変に対応していただきながら、楽しく作る

ことができました。 

 

 

おもちゃの病院 

当施設の親子サロン「おもちゃばこ」にて定期的におもち

ゃ修理をお願いしているおもちゃの病院の高橋さん。コロ

ナ禍で親子サロン中止に伴い受入れできない状況が続いて

おりましたが各種活動再開の流れを受けて、久しぶりにお

願いできました。今回はたくさんのぬいぐるみを一つ一つ

丁寧に直してくださり、子どもたちも大喜びでした。 
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夏頃、認定 NPO 法人子ども・宇宙・未来の会様よりご提案いただき、宇宙のことについて実験を交

えて学ぶ絆プロジェクトを実施していただきました。１２月から毎月１回で全３回のプログラムでし

たが、理科が好きな子、実験が好きな子を中心に興味を持って取り組む姿がありました。最終回で

は、２回目で行なったロケット飛ばしの実験について、学んだことをまとめたり、更なる実験をした

結果をまとめたりし、発表をしました。紙にまとめる作業はなかなか難しいかもしれないなと思って

いたのですが、子どもたちそれぞれが頑張って書いたことが分かる仕上がりで感心させられました。

またやりたいという声も多く、興味関心を育てられる機会を大切にしていきたいと思いました。 

絆プロジェクト 

第１回 

宇宙についてのお話と、大気圧の実験を行いました。 

 

 

第２回 

ロケットの仕組みを学び、スポイトロケットを飛ばす

実験を行いました。 

 

第３回 宇宙の星のような形をしている星砂について学び、星砂を使って星座を描きました。 

  
 

←この中から 

 

これが見つかります→ 

できあがった

星座→ 

 

 

こんなところにも雪

だるまがあった！

（小１男子） 

園庭の散歩中に、地

面で見つけた雪だる

まです。    → 

←雪だるまを作っ

たよ（小２女児） 

 

沢山積み上げてみたよ

（小３男児） 

霜 柱 み ー つ け た ！
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少し先にはなりますが、里親制度説明会のご案内です。 

「里親制度ってなに？」「里親さんってどんなことをするんだろう・・・？」 

そんな思いをお持ちの方、ぜひ足をお運びください！お待ちしております！ 

ご寄附お礼 
【２０２３年１２月】  

株式会社 MOTTERU 様・小原 成人 様・甲斐田 博高 様・山本 昭彦 様・田所 修 様・西本 英明 様・相模原会 会

長 原 辰徳 様・KYB 労働組合 様・土屋 博文 様・田中 大介 様・船山 和雄 様・玉川学園 学園長 小原 芳明 様・伊

達 直子 様・チャンピオン田名 様・原 貞子 様・松澤 義明 様・日本鏡餅組合 様・ほっともっと 様・遠藤 俊枝 

様・渡邊 圭子 様・㈱ｻﾞ･ｼﾃｨ相模大野店 様・株式会社ﾁｭﾁｭｱﾝﾅ 1%ｸﾗﾌﾞ 様・会田 吉美 様・川島 はるな 様・株式会

社 地球ﾌｧﾐﾘｰ 様・NPO 法人ふれあい自然塾 様・島田 昌子 様・福井 大樹 様・神奈川ﾄﾖﾀ自動車株式会社 様・マ

ルハン橋本台店 様・西本 英明 様・株式会社三光工芸社 代表取締役 貝塚 豊 様・有限会社ﾃｨｴｽﾗｲﾝ  菊池 孝 様・

石井 博 様・㈱ロッテ 代表取締役 牛膓 栄一 様・田中 慎一郎 様・株式会社ｶﾚﾝｽﾞ 代表取締役 木村 仁 様・りつ

の本医院 院長 立之 英世 様・山口 すず夏 様・守道会館 山本 隆 様・神奈川県西北地区郵便局局長会  会長 細

谷 勝利 様・㈱SL Creations 様・株式会社 三景 代表取締役 角谷 豊人 様・株式会社 ｲﾝﾀｰｼﾞｬﾝｸ 代表取締役 佐藤 

善彦 様・川本 尚人 様・宮尾 典子 様・日本郵便株式会社田名郵便局  木下 雅之 様・匿名１名 

熱いご支援ありがとうございました。 

 

相模原市里親養育包括支援センター「ふうせんかずら」より 

※この件に関する問い合わせ先 

相模原市里親養育包括支援センター 「ふうせんかずら」 

電話 042-704-8433  （受付時間：9～18時） 

編集後記 

今 回 、 見 開 き の

「生活の様子」ペ

ージは、高１女児

に記事のレイアウ

ト を 考 え て も ら

い、ページを作成

し て も ら い ま し

た。このような作

業は初めてのよう

でしたが、期日を

守って仕上げてく

れました。作業を

してみての感想を

もらいました。 

↓ 

余白を埋めようと

すると文章が入り

きらなくなり、詰

め込み過ぎるとス

ペースが余ってし

まい、難しかった

です。（高１女児） 

 


